
香散見草(梅 花)の こと

総務部 維務課 有 岡 利 幸

には十数冊が一緒 に入っていた。その中に

見たいものがあったので、無事所要の事柄

は解決で きた。時間的にもすこ し余裕があ

ったので、近 くの秩入 りの和本 を覗いたと

ころ、呆図 と表題のある本 をみつけた。呆

とは梅のことで、梅の花のい くつかの品種

を図に描いたものだった。その ときは、次

の閲覧を楽 しみに して元の場所にもどした。

いつか この本 を手 に取ることができるとき

は、私の調べ ものはいくらか進展 している

ことだろう。

梅の種 々の呼び方

さて 、表題 の香散 見草(梅)に つい ての

話 をすすめ よう。

梅 は植物 学的 に は、バ ラ科 サ ク ラ属 の落

葉小 高木 一高 木で 、中国 中南部 が原 産 の樹

木で あ る。 古来 か ら 日本 人 にその花 が愛 さ

れ、数多 くの言葉 で表現 されている。

梅、楳、某、模 、楠、罧 、挟 、栂、鳥梅、

宇 米 、宇梅 、汗 米、 有米 、牟梅 、干 梅 、牟

女 、宇 女 な どの字 で表 現 され、 漢詩 で は清

友 、 清容 、 天下 尤 物 、世 外佳 人 、好 文木 、

寒 梅 、百花魁 、清 香 、花魁 、花 兄、 木母 な

どと表現 されて いる。

日本 の 古語 で は雅や か に い う と きに は、

ハ ナ、 コノハ ナ、カザ ミグサ 、ホ コノハ ナ、

ニ ホ ヒグサ 、 カハ ヘ グサ 、 カゼ マ チ グサ 、

ハ ッナ グサ、 ッ ゲグサ 、 ミ ドリ ノハ ナ、 カ

トリグサ 、 イ ヒナ シ ノハ ナ な どで あ る。木

毎 の花 と もよばれ た。木 毎 とは 、梅 の字 を

労(つ くり)と 偏(へ ん)に 分解 した もの。

中央図書館館報の題名であ る 「香散 見草」

は、『蔵 玉和歌集』 に収め られた順徳 院の御

香散見草は梅の異名

近畿大学中央図書館館報の誌名の 「香散

見草(か ざみ ぐさ)」について、す こし書き

たい。館報名 「香散見草」 の採用経緯は、

創刊号に詳 しい。

香散見草は、梅花 または梅の異名である。

梅花は春先の まだ寒 さの残っている最中に

咲 く。古来より、梅は寒 さのなかで凛 とし

た気品をもって、可憐 な花をつけ、いい香

りをあた り一面 に漂わすので、人々に愛 さ

れ親しまれてきた。

梅花 といえば、白色の花 を連想する。白

とい う色に対 し日本人は特別に、改 まった

ものを感 じ、めでたい しる しとして受け取

る。白色の花 をひらく梅花は、めでたい花

と認められてきた。

しか し、梅花は一花ずつ咲 き、梅花が終

わってから、さらによほど暖かい季節にな

って、枝先に房状の花を一度 に開く桜花と

比べ、華やか さの点で見劣 りがする。万葉

集では花 といえば梅花を指 していたが、平

安時代中期以降には花 という代名詞は桜に

変わるなど、やや疏(う とん〉 じられてき

たようにみ えるが、愛好するものは現在に

至るまで絶えることなく続いている。

桜花には 『桜史』(山 田孝雄著)と いう立

派 な通史が著されているが、梅には未だそ

の通史がない。梅花の通史的なものを調べ

たいと、中央図書館の閉架 を時折 さが して

いるけれど、いい資料 となかなか巡 りあえ

ない。

あるとき、急 ぎの用事があって江戸時代

の料理本の復刻本が入った秩の場所 を、閲

覧担当の方に教 えてもらった。料理本の秩
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咲きそめた白梅から、凛とした気品が漂う。

的なもの といえよう。梅 も桜 も柳 も、日本

の春 を彩る代表的な樹木であ り、古典 にも

しばしば登場する。燗漫と咲 く華やかな桜

花 は、匂 わない。そこで複郁(ふ くい く)

とした梅花の香 りを、桜花に添えれば姿 と

香 りのそろった満点の花 となる。

つ ぎの柳は、シダレヤナギのこと。春先

に長 く細い枝をしだれさせ たシダレヤナギ

が、ほおっと薄黄緑のあわい芽をふ きだ し

たときは、なんともいえない位 に春 を感 じ

させ てくれる。柳は奈良朝時代か ら、その

優美 な姿が もてはや されてきた。万葉集に

も、梅 と柳を組み合わせて、春景色 を叙 し

た短歌をい くつ もみることができる。以上

の三つが、 日本の春を代表する樹木 として

古 くか ら愛で られで きた。その三種の樹木

のなかで梅は、前述の ように 「香」が最 も

特徴あるものとして位置付けられていた。

また、万物が雪の下で息をひそめ、すっ

か り葉 をおとして枝ばか りの落葉樹が、そ

のままの姿で じっと黙 り静 まっているとき

に当たって、梅 は一輪、また一輪 と花 を開

製か らとられている。

山里の軒端にさけるかざみぐさ

色をも香をも誰に見はやさん

和歌 の 「か ざみ」 は、 香 を か ぐの意 で 、

「くさ」 は植 物、 こ とに樹木の こ とをさ して

いる。樹 木 を 「くさ」 と呼ぶ の はおか しい

けれ ど、樹 木 あ るい は草 とい うよ うな形 態

による総称 を まだ もってい なか った当 時で

は、樹 木 も 「くさ」の類 に含め られていた。

古代 の 日本 人は、 よ く知 ってい る樹木 や

草 はそれ ぞれ 固有 名詞 を もって呼 んで い る

が、 それ らの なかで も特 に和歌 に詠 む とき

の雅 名で よば れる樹 木 は 「くさ」 と示 され

てい る。例 え ば、 日本 人が もっ と も目出度

い組み 合わせ と して い る松 竹梅 の筆頭 の松

は、 ピサ キグサ、 トキ ワグサ 、チ ヨ ミグサ、

トキ ヨグサ な どと和 歌 で は 詠 まれ て い る。

また、古 代 か ら春 先の芽 立 ち を もて はや さ

れ た柳 は、 カゼ クサ、 カゼ ミグサ 、 カハ ゾ

ヒグサ な ど とい う雅名 を もつ。 この こ とか

ら梅 が 「○○ くさ」 と よばれる こ とも、理

解で きよう。

余 談 だが、松 も柳 も梅 と相性 が よ く、梅

と組 んで梅 松、 梅柳 とい う春 を表現 す る こ

とば となる。

梅 は香 りよ

むか しか ら日本 人は、「ウメは香 りよ、サ

クラは花 よ」 と、春 に咲 く代 表 的 な花 の特

徴 を とらえ、そ れぞ れの花 の もっ と も優 れ

た特 質 を称 えて い る。 さ らに は、花 や芽立

ちが春 の風物 詩 となって いる樹 木た ちの最

もよい持 味 を一つ の と ころへ 集 め、諺(こ

とわざ)と してい る。

梅が香を

桜の花に匂わせて

柳の枝に咲かせたい

この諺は、出来得ない願望 を並べ た代表



「か な序」 は述べてい る。

難波津に咲 くやこの花冬籠り

今は春べ と咲 くやこの花

この和歌 に は 「この花」 が 二度 も出 て く

るが、「この花」が何 であ るかについ て、 占

くか ら論 争 され た。 占今和 歌 集の編 者紀 貫

之 が 「この花 とは、梅 の 花 を云 うべ し」 と

記 してい るに もかか わ らず、桜 花 を指 して

い る とみ る 人が結 構 多い。 彼 等が根拠 とし

てい る ところ は、梅が 文献kに もっ と も早

く現れ るの は漢詩集 『懐風 藻』(751年 に

成 の に収 め られた 葛野 モの 「終il鴬 梅 を

翫 す 」で あ り、それ以 前 の 文献 であ る 『古

事記』 に も 『目本書紀 』 に も梅 の記 述 はな

いからである、,文献 に頼 りす ぎた結果である。

魏志倭人伝は梅を記す

けれども、それらの 文献以外には、探索

江戸時代の梅の品種図
松岡怒庵著 『梅品』より抜粋

す る ノ∫法 が なか ったの で 、や むを得 ない面

もあ る。 しか し、実 の ところ中 国の 歴史 書

『魏志 倭 人伝 』 には、中国側か らみた 日本に

生 育 してい る樹 木 と して記述 されて いたの

で あ る。 魏志 倭 人伝 と よばれて い るが これ

は通 称 で 、 中国 の 西 晋1三朝 の 時 代 、陳 寿

(232～297)が 編 さん した 『 三国志 』

き、い い香 りをあ た り一 面 に漂 わす。梅 が

花 を開 くと きは 、厳 冬 ともい える寒 さの な

か であ る。時 に は氷 雪が 枝 を覆 うこと もあ

るなかで 、梅 は少 しず つつ ぼみ をふ くらま

せ 、枝先 にむか って花 を一つ ずつ 丁寧 に開

いてい く。

春 以降 、花 を咲 かす万 木 に先駆 け て、清

楚 な白花 を開 き、香 りのな い厳 冬 の季節 に

い い匂 い をあ た り一面 に漂 わすの が梅花 で

あ る。そ れ だか ら梅 の花 は 、別 名に花 の兄

(な お 、花 の弟 とは秋 に咲 く菊花 の 別 名)、

あるいは百花魁 と称 される。

絵 画 に もよ く描 か れ、喜 報 早 春(白 梅 、

茶梅 、竹 、石 、霊芝 、小 禽 を描 く)や 芝 仙

祝寿(梅 、竹、鶴 、霊 芝 を描 く)の ように、

嘉祥の画題 がつけ られている。

梅 は中国原産の樹木

現 代の 日本 人が もっ とも日本的 な樹 木 と

認め て いる梅 は 、実 の ところ中国 中南 部が

原産 であ っ た,、日本 に渡 来 してか ら、 美 し

い花 を沢lllつ け る ように と日本で 改良 され

た樹 木で あ る.花 木 と しての 梅 の改 良 は 、

i三として江戸時代にお こなわれた,、

現 在 で は 、梅 花の 色 も白、 紅 、緋 、 黄 、

朱、淡紅 色が あ り、花の 大き さも直径が 約

35ミ リ もあ る恢 大輪 か ら、 大輪 、 中 輪 、

径10～12ミ リの 小 輪 、極小 輪 が あ る,,

花 弁のつ き方 も 重 、八 重、 半八 液があ る.

し たが って、 これ らが組 み合 わ さって 、梅

の花の品種は300種 を超 える。

日本 人は樹 木 の 花 を改 良 す る こ とに 長

(た け)て お り、梅以外 に も、桜や椿 あるい

はサ ツキ にそ れぞれ 何rl種 もの 品種 を作 出

している、

梅 がll本 の和 歌 に詠 まれた最 も占い 年代

の もの に 、『占今 和歌 集』(905年 成 立)

の 「かな序 」が あ る。仁 徳天 皇(在 位31

3-399)が ま だ 阜太 了・に な る以 前 で 、

難波 に住 んで いた と き、 百済か ら渡 来 した

学 者 モ仁が つ ぎの和歌 を詠 ん だ。 これが 和

歌 の は じま りで あ る と、『占今 和 歌集 』 の



遺跡の弥生時代 中期の埋土層か ら二葉松亜

科、ニ レ科、コナラ亜科、ヤナギ属、ヤブ

ッバキ とともに、梅の 自然木の破片、桃の

核が出土 していた。発見者の山口誠治氏は、

報告書のなかで 「中国中部原産で、 日本に

伝来 した もの と考えられるウメの存在 によ

り、栽培あるいは保護されていた可能性が

強い」 と述べている。

亀井遺跡以外 にも、山口県綾木郷台地遺

跡(弥 生中期)、 同県熊毛町岡山遺跡(弥 生

中期)、 同県平尾町の岩田遺跡(弥 生前期)、

京都府綾部市の青野遺跡(弥 生中期)、 東京

都板橋区前川泥炭層(弥 生後期)な どの弥

生時代 の遺跡から、桃 や栗、あるい は米、

大豆、杏などとともに梅が見つかっている。

つまり梅は、桃、杏 とともに、弥生時代

前期 には日本 に渡来 し、栽培 されていたの

である。そのため梅や桃、杏をよく知 って

いる中国の人は倭 という野蛮な国にも、中

梅は、屋敷や畑の片すみに植えられ、

全国的に栽培されている。

華文明の光が及んでいると判定 し、そのこ

とを歴史書のなかに記述 したのだ。けれど

も、樹木 に関する記述の最後に 「山椒やシ

ョウガ、 ミョウガもあるけれ ど、これを使

いこなして味の良い料理を作ることはでき

ない」 と記 し、 まだまだ未開の国だと評価
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の一 つ 『魏志』の巻30「 東夷伝 ・倭人」

の くだりをいう。 日本古代史研究のうえで、

重要な史料価値をもつ文献である。

魏志倭人伝には、「其木有」の文字を冒頭

に樹木 らしい ユ2文 字が列記 されている。

これを拙著 『松と日本人」のなかで、「その

木にウメ、ア ンズ、クスノキ……あ り」 と

解読 した。この読み方は、それまで定説 と

されてきたものとは全 く異 なる。根拠 とし

たのは、諸橋轍次が 『大漢和辞典』 に採用

している魏志倭 人伝 当時に使 われていた

『説文解字』のよみ方である。同時に中国の

人であれば、誰でもその木が何々であると

判断で きるほど、よく知 られた樹木が記 さ

れているに違いないと考えた。

この読み方 をした ものは、これまで誰 も

いなかった。3世 紀は じめの、日本の歴史

でいえば稲の栽培がやっ と普及して きた弥

生時代に、梅 も杏 も桃も渡来 していたとは、

まった く考え られないことだったか らだ。

万葉集を研究する学者たちの間では、太宰

府師の大伴旅人の館で開かれた歌会の 「梅

花歌三十二首」 などをもとに、梅の渡来は

万葉集が編 さんされる少 し前であろうとの

説が有力視されている。

しか し、実態 は魏志倭人伝の 「その木 に

ウメ、アンズ、クスノキ……あ り」の記述

が正確だった。中国の人は、自分の国の樹

木が 日本へ も渡 り、栽培 されていることを

確かめたように記述 している。そのことは、

弥生時代 の遺跡か ら発掘 される梅の核や、

自然木の木片が裏付けをしてくれている。

弥生時代の遺跡から梅が出土

弥生時代中期に生育 していた梅の自然木

の木片が、近畿大学東大阪キャンパスにご

く近い八尾市亀井町の亀井遺跡から発掘 さ

れている。亀井遺跡は、現在は近畿 自動車

道および大阪府道中央環状線の道路の下に

あるが、この道路建設 にあたって高架自動

車道の橋脚位置をきめるための地質調査の

とき、弥生時代の遺跡が発掘 された。その
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いにもてはやされるようになった。

当時の貴族たちは、10日 に1回 ぐらい

しか風呂に入らなかったので、身体がひどく

臭った。そのために香(こ う)を 燃や して、

その匂いを身体や衣服 に染みこませる習慣

があった。源氏物語には、数種の香木の粉

を練 り合わせてつ くる薫物(た きもの)と

よばれる香をつ くる場面がある。 日本にお

ける香の、もっとも早い文献である

源氏物語によれば、香のもっとも基本 と

なる香 りが、梅花の香 りである。春の時期

に主 として用いられた。薫物にも、梅花 と

名づけられた香がある。薫物の梅花は、数

種の香木などで練 り上げ られているが、そ

れを基本に香木の量 をふや した り、あるい

は別の香木 を付け加えることによって、異

なる香 りを調合 した。香 りが違 えば、薫物

の名称 も変わった。香を焚 くときには、そ

の香が どんな香であるか、どんな名称の香

であるか、また、その香にまつわる謂われ

を知って和歌で表現できるか といったこと

が、貴族たちの教養の一つとされていた。

それというのも、当時の貴族の結婚の形

式が、招婿婚(し ょうせいこん)あ るいは

妻問い婚 といわれるもので、女性は親の家

にいて男性が妻の許へ訪ねてい く形式だっ

た。一夫多妻がふつ うだったので、妻はひ

とりだけではなかった。 また、男性 は気紛

れが多い。結婚 したといって も妻は夫を待

つばか りの身の上だった。夕暮れになると、

今 日は訪ねて きて くれるだろうか と、待 ち

望んでいた。

している。

弥生時代前期、稲に伴われて中国の長江

流域から渡来 して きた梅は、稲 とともに日

本各地に伝播 した。梅は大面積の栽培は少

ないが、稲が作 られる ところでは、屋敷や

畑のかたすみで栽培 された。庭木 としても

重用 された。本数こそ少ないけれ ども、ど

こで も見かけることのできる、ごくあ りふ

れた栽培樹木となったのである。そのため、

春になれば他の木々に先駆けて真っ先に花

を咲かせ、いい匂いをあた りに漂わせるこ

とは、誰でも知っていた。

日本文化が稲作文化(そ の底 には縄文時

代の森林文化を湛えながら)と 称せられる

ならば、稲作風景 も梅花咲 く風景 も、 日本

的な風景 とい って も間違いない。現代の

人々が、梅をもっとも日本的な樹木 と感 じ

るのも、故あることといえよう。

好まれた風に散る梅が香

後拾遺和歌集(1086年 成立)巻1春

上には、梅花が咲いている家 に男が きたと

ころを描いた屏風絵を詠んだ和歌がある。

むめがかをたよりのかぜにふきつらん

はるめず らしく君がきませる

平兼盛

梅花の香 りを、人を誘いよせ る風が吹 き

古代の人々は梅をよく知 っていた

このように して、梅花 というものを、稲

作に直接たず さわる人々も、宮廷関係者の

ような上層の人たちも、よく知っそいたの

で、和歌や長歌の題材 とされた。奈良時代

にな り、国民的歌集の万葉集が編 さんされ

るとき、採用 された梅の歌は萩に次いで多

い127首 を占めることとなった。

万葉集 には、大宰府長官の館で催された

梅花の歌会の和歌が、32首 収められてい

る。詠っている人々は、奈良の都か ら赴任

してきた長官や官僚、九州各地の国司 クラ

スの人たちである。広範囲の人たちが、立

派な和歌 を詠 みあげることがで きたの も、

梅に対す る十分な知識 と観察があったか ら

だといえよう。

万葉集では、梅の香 りを詠った和歌はごく

少ない。平安時代 になって、遣唐使が廃止

され、 日本文化の国風化が醸成 されていっ

たのだが、その集成である古今和歌集 には

梅の香 りが さかんに詠 まれている。 また女

性たちが和歌や物語、日記文学に大活躍 し

はじめた。それ とともに、梅花の香 りが大
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のこしたのである。

これら和歌は人の身体や衣服についた匂

い と、梅花の香 りの関連性を詠ったもので

あるが、梅の香 りを香 りとして楽 しんだ和

歌 もた くさんある。 ここまで引用 した和歌

を収めた歌集には、つぎの歌がある。

むめがかをよはのあらしのふきためて

まきのいたどのあくるまちける

大江嘉言

春風夜芳といふ心をよめる

むめのはなかばかりにほふはるのよの

やみのかぜこそうれ しか りけれ

藤原顕綱朝臣

前 の歌 は 、梅の 香 りを夜 中 にあ った強 い

風 が吹 きた め たの か 、朝 方 戸 をあ け る と、

い い匂 いが さっ と吹 き込 んだ、 とい う意 で

あ る。後 の歌 は、梅 花 のみ え ない春 のや み

夜で あ るが、 いい香 りを運 んで くれ る風 は

うれ しい ものだ、 との意であ る。

梅 花の香 りは、樹 下 だけ で な く風 に散 っ

て あた り一 面 が い い香 りに み ちあ ふ れ る。

梅 樹 を香散 見草 とよん だの は、 この よ うに

風 で散 ら され て も酸郁 と した香 りを嗅 ぐこ

との で きる樹 木 で ある との認 識が あ った の

ではなかろ うか。

梅樹の下で、梅が香を楽 しむ人々

よせ 、運 んで きたの だろ うか。春 に なっ て

めず ら し く、あ なたが 来 られた 、 とい う意

味である。

梅 は軒 端梅 とも よば れ るよ うに、屋敷 の

住居 に近 いあ た りか、 あるい は庭 先 きに植

え られ、 花の美 しさと香 りが愛 で られ て き

た。 人 々が よ く目にす る場 所 であ り、 日常

生活 の なかで は梅 の近 くで行動 す る こ とば

しば しば あ るため 、梅樹 の変化 は よ く観 察

され てい る。春先 きの開花 と ともに、冬枯

れの風 景 のなか に 、いい香 りをお しげ もな

くた だ よわす梅 花 は、 人々 をよ り一層 梅 に

親 しみ を もたせ た。 今 日は来 てい ただけ る

か、明 日は どうだ ろ うか と、や るせ な く男

の 来訪 を女性 は期 待 して いた。 けれ ども男

は、長 ら く訪 れ る こ とは なか った。春 に な

って 人の も とに通 う風 が吹 いた のか 、梅の

香 りと ともに貴方 が めず ら し くお い 出に な

った、 とい うのであ る。

ここでは梅花の香 りと、人の匂いが一体的

な もの と感 じられ てい る。 その こ とを示す

和歌 と して、 前記 の歌 集 につ ぎの ような も

のがある。

むめの花にほふあたりのゆふ ぐれは

あやなく人にあやまたれつつ

大中臣熊宣朝臣

開花 した梅 の花の 香 りが、 あた り一面 に

漂 ってい る夕暮 れ は、 むやみ に、梅 の香 り

が そ の人の 袖の 香 りか と思 わ れ、待 人が き

たの か と間違 って、 つい そわそ わ として し

ま う、 とい う意 であ る。和 歌 を詠 んだ 人は

男 だが 、和歌 そ の ものは女性 の立 場 にた っ

て詠 まれてい る。

前 に述 べ た よ うに、妻 の許 に通 う男性 は

い い香 りで 身体 を粧 った。女 性 は、男 の美

醜 よ りも、男 の もつ匂 いが 自分 の好み に合

うが ど うかで 、好悪 の判 断 をす る。源氏 物

語 の著者 ・紫式 部 は女性 で あ るが 故 に、男

の もつ匂 い を描 写 し、 日本 では じめて の香

(こ う)お よび香の作 り方 につい ての文献 を


